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 Ⅲ 資料 

 １．交通量調査、利用者意向調査結果（平成 28年 11月・12月実施） 

（１） 調査概要 

① 交通量調査 

調査種類 自動車交通量 歩行者・自転車交通量 

調査内容 

交差点方向別車種別交通量 

（6 車種：バス、普通貨物、タクシ

ー、乗用車、小型貨物車、自動二輪） 

方向別断面交通量 

（歩行者・自転車） 

調査日時 11月 29日（火）、12月 4日（日）   

調査時間 12時間（7:00～19:00） 

調査方法 調査員の目視による数取り器を用いたカウント調査 

調査箇所 ７箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 

② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査 

調査種類 駅前広場流入交通量 交通手段別駅利用者数 

調査内容 
駅前広場に流入する車種別交通量 駅前広場に流入する車種別利用者数

（車種別駅乗降別場所別） 

調査日時 11月 29日（火）、12月 4日（日）  

調査時間 始発（5:00）～終発（1:00） 

調査方法 調査員の目視による数取り器を用いたカウント調査 

調査箇所 ４箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 

③ 駅利用者アンケート調査 

調査種類 駅乗降客に対する利用環境に対するアンケート調査（WEB） 

調査内容 

〇利用者属性（年令、目的、利用時間帯、居住地、駅までの交通手段、利用頻度

等） 

〇バスやタクシーについて（利用のしやすさ、問題点） 

〇自動車駐車場について（駐車場所、利用のしやすさ、問題点） 

〇自動車送迎について（利用のしやすさ、問題点） 

〇駅前広場やその周辺の環境について 

（利用のしやすさ、問題点、整備する上で重視すべき点、必要施設） 

〇まちづくりに必要な機能・施設について 

調査日時 11月 29日（火）、12月 4日（日） 

調査時間 12時間（7:00～19:00） 

調査方法 
② 調査員により、アンケート調査依頼が記述されたティッシュ配布 

②WEBアンケート（依頼文にアドレス･QRコード表記、町 HPにリンク） 

調査箇所 

４箇所（新松田駅南北口、松田駅南北口） 次頁「実態調査位置図」参照 
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（２）調査結果 

 ① 交通量調査結果 

 

<自動車> 

・新松田駅周辺は、県道 72号松田国府津線、

県道 712号松田停車場線が通過し、さらに

国道 246号・大井松田ＩＣにも近接してい

るため、自動車交通量は 6,000台／12時間

を越えている区間もある。 

・平日、休日とも自動車交通量は多いが、や

や平日の方が多くなっている。 

<歩行者自転車> 

・歩行者自転車は、通勤や通学目的が多く、

足柄上病院や松田中学校等の施設立地の影

響もあり、南側からの流入が多くなってい

る。 

・通勤や通学目的の利用が多い事から、休日

より平日の方が２～３倍多くなっている。  
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松田駅北口 

酒苑料舎前 

ロマンス通り 

中町通り 

県道高架下 

県道踏切 新松田駅北口 

新松田駅南口 県道さがみ信用金庫前 
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② 駅端末交通手段別交通量・利用者調査結果 

・駅を利用する方の駅までの交通手段を見ると、バス利用者は通勤通学目的が多いため、平日よ

り休日の利用者は半減している。なお、休日は平日よりバス本数自体も少なくなっている。 

・新松田駅では平日休日とも北口より南口の自動車利用者が多い。 

・主に町屋･店屋場･大井町方面から自家用車を利用する需要が多いと考えられる。 

・南側からの利用が多いため、南口は踏切横断がなくバスやタクシーの乗入れもないため、自家

用車を利用しやすい環境であると考えられる。 
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平日駅利用車種別交通量（台/日）
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50.4%

0.4%
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車, 82.3%

自家用車, 

7.4%

路線バス, 

8.0%

送迎バス, 

1.1%

タクシー, 

1.2%

交通量調査を踏まえた交通手段構成比

数値は、駅を利用する人が、どのよう

な交通手段（バス、タクシー、自家用

車、徒歩）を利用しているかについ

て、調査員がカウントした結果によ

る。 
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③ 駅利用者アンケート調査結果（回答数 528 票） 

・新松田駅及び松田駅の利用者の駅までの交通手段は、駅周辺に市街地が形成されている地形的

な制約から乗換えを含めて約 70％が徒歩・自転車であり、約 20％の自家用車利用は、開成

町・大井町方面等の町外からの利用であることが想定される。 

・町外利用者は約 70％で、新松田駅周辺駅周辺地区が周辺都市を含めた交通結節拠点になって

いると考えられる。 

 

Q1_1 小田急新松田駅・JR 松田駅の主な利用目的は何ですか。 

 

 

Q1_2 駅までの主な利用交通手段は何ですか。 

 

 

Q1_3 駅の利用頻度はどれくらいですか。 

 

  

通勤・通学

60.6%

駅周辺での買物・

私用
4.4%

町外への買物・娯

楽
16.5%

観光・レジャー

6.8%

通院

1.7%

送迎

4.5%

その他

5.5%

徒歩

41.9%

自転車

9.5%

バイク

1.3%

自動車（自分で運

転）
11.7%

自動車（送迎）

9.8%

バス

6.4%

タクシー

0.4%

鉄道間の乗換え

17.4%

その他

1.5%

週５回以上

49.4%

週に数回程度

13.4%

月に数回程度

18.8%

月に１回程度

9.3%

年に数回程度

9.1%

・通勤通学利用が６割を占めて

おり、次いで買物が２割で、

駅が日常生活に重要な役割を

担っていることがわかる。 

・駅周辺に市街地が形成されて

いる地形的な制約から、約５

割が徒歩・自転車となってい

る。 

・自家用車利用は約２割で、開

成町・大井町方面からの町外

からの利用であることが想定

される。 

・通勤通学や買物利用が多いた

め、利用頻度も約半数が毎日

利用である。 
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Q2_1 バスやタクシーの利用についてお答え下さい。 

 

Q2_2 バスやタクシーの利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

 

Q3_1 主に利用している駐車場はどこですか。（自動車（自分で運転）） 

 

 

  

利用しやすい

15.2%

どちらともいえない

19.5%

利用しにくい

24.2%

利用していない

41.1%

37.5%

14.6%

7.2%

2.8%

33.1%

27.7%

17.6%

13.3%

13.3%

13.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

運行便数が少ない

目的地や居住地への路線がない

タクシーの台数が少ない

乗降場所が駅から離れている

待合空間がない

乗降場や駅舎への間に屋根が設置されていない

案内表示がわかりづらい

わからない

問題はない

その他

町営駐車場, 
9.3%

民間駐車場（月

極）, 55.6%

民間駐車場（時

間貸し）, 35.2%

・15.2％の方が利用しやすいと

答えているのに対し、利用し

にくいとの回答が 24.2％あ

る。 

・駅周辺の民間月極駐車場利用

が 55.6％で、通勤・通学等で

定期的にパーク＆ライドによ

る利用が多いものと考えられ

る。 

 

・バスの問題点としては、運航

便数が少ないが 37.5％と最も

多く、ついで、待合空間がな

いが 33.1％に達している。 

・また、乗降場や駅舎への間に

屋根が設置されていないが

27.7％あり、これらのことか

ら、設問 Q2.1 で利用しにくい

との回答が 24.2％に上る理由

と考えられる。 
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利用しやすい

12.8%

どちらともいえない

17.2%

利用しにくい

70.0%

自動車での送迎利用について

Q3_2 駐車場の利用についてお答え下さい。（自動車（自分で運転）） 

 

Q3_3  駐車場の利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

 

 

Q4_1 自動車での送迎利用についてお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用しやすい, 
45.6%

どちらともいえ

ない, 36.8%

利用しにくい, 
17.5%

24.6%

29.0%

10.1%

33.3%

2.9%

駅から離れている

利用料金が高い

いつも満車で利用し

づらい

問題はない

その他

0% 10% 20% 30% 40%

・自動車での送迎利用について

自動車利用者の 70％が利用し

にくいと回答しており、駐停

車スペースの不足が要因と考

えられる。 

・利用しやすいが半数近くを占

めており、利用しにくいと感

じている人は 17.5％で２割を

下回っている。 

 

・1/3 が問題ないという認識で

あるが、パーク＆ライドによ

る長時間利用が多いと考えら

れ、利用料金や駅からの距離

についての問題意識も高い。 

 



 

-56- 

 

Q4_2 自動車での送迎利用についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 
Q5_1 駅前広場やその周辺の歩道についてお答え下さい。 

 

 

Q5_2 駅前広場やその周辺の環境についてどのようなことが問題だと思いますか。 

 

  

33.9%

51.3%

48.1%

11.6%

25.9%

8.0%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

駅前広場に入れない

駐停車スペースが少ない

バスやタクシー、一般車が混雑して通行しづらい

乗降スペースに屋根が設置されていない

利用していないためわからない

問題はない

その他

利用しやすい

8.9%

どちらともいえない

24.8%

利用しにくい

61.4%

利用していない

4.9%

48.9%

11.7%

24.8%

57.0%

58.1%

35.4%

6.6%

7.6%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

歩道が整備されていない

歩道などに段差や破損が多く通行しづらい

信号がなく、道路横断などが危険

人と車が混在していてわかりにくい

朝夕は送迎車両で混雑する

待ち合わせの広場がない

わからない

問題はない

その他

・駅を利用する６割以上が利用

しにくいと感じており、まと

まった広場空間が少ないこと

が考えられる。 

・歩道空間が少なく、広場空間

も十分な面積が確保されてい

ないため、ピーク時には送迎

車両と歩行者との錯綜により

安全性が確保されていない。 

・自動車での送迎利用の問題点

としては、“駐停車スペースが

少 な い ” と い う 意 見      

が最も多く、次に“交通混雑

が生じている”“駅前広場に入

れない”ことが意見として多

いことから、駅前広場全体の

スペースが不足しているため

に、送迎車両の駐停車場所が

ないことを駅前広場周辺の交

通の問題として感じているこ

とが考えられる。 
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Q6_1 駅前広場やその周辺を整備する上で、どのようなことを重視すべきと思いますか。 

 

 

Q6_2 駅前広場やその周辺の整備についてどのような施設を整備する必要があると思いますか。 

 

 

  

55.1%

58.7%

40.7%

20.5%

62.9%

24.1%

48.9%

15.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

乗換えが安全かつ快適にできる交通機能の整備

一般車の駐停車の可能なスペースの整備

松田町の玄関口にふさわしい駅前広場や街並みの整備

交通機能だけでなくイベント等で人が集まれる多目的広

場空間の整備

歩行者や自転車が安心して移動できる環境の整備

観光をはじめとした様々な情報発信が行われる空間の整

備

小売店や飲食店などの商業施設が集まる空間の整備

行政サービスや医療、子育て支援施設などの日常的な便

利機能の充実

その他

14.0%

16.3%

8.7%

22.7%

62.5%

38.4%

29.5%

21.8%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住民票発行などの行政サービス施設

託児所・保育所などの子育て支援施設

病院・診療所

銀行・郵便局など

コンビニ・書店などの小売店舗

スーパーなどの大型店舗

自動車駐車場

観光案内所

その他

・歩行者が安心して移動できる

空間、一般車の駐停車スペー

スの整備、交通機能の整備等

が求められている。 

・駅周辺には小売店や大型スー

パーなどの商業施設の立地が

求められている。 

・自動車駐車場整備のニーズも

約３割程度存在するため、駅

周辺施設への短時間駐車やパ

ーク＆ライド駐車場の整備に

より、駅周辺の求心力（拠点

性）が高まる可能性がある。 
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■属性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

１０代

19.3%

２０代

16.9%

３０代

13.6%

４０代

18.4%

５０代

21.4%

６０代

8.0%

７０代以上

2.5%

男性

60.2%

女性

39.8%

寄

12.8%

神山

6.7%

松田惣領

51.7%

松田庶子

28.9%

松田町

28.2%

秦野市

6.8%

南足柄市

5.5%小田原市

9.3%

開成町

8.1%

大井町

11.2%

中井町

0.2%

山北町

4.2%

その他神奈川県内

20.8%

県外

5.7%

・今回のアンケートでは、性別

年令に偏ることなく、幅広い

利用者の意見をいただくこと

ができた。 

・町内利用者は３割、町外利用

者は約７割で、駅が周辺都市

を含めた交通結節点になって

いると考えられる。 
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２．まちづくり協議会委員へのアンケート結果（平成30年3月実施） 

 

（１）道路・駅前広場の都市計画決定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）共同化による施設の集約化について 

  〇共同化による施設の集約化の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇共同化施設の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇共同化施設の整備手法 

 

 

 

 

 

  

グラフタイトル

〇共同化による施設の整備手法について民間デベロッパーによる開発

〇共同化による施設の整備手法について地権者組合による再開発事業

〇共同化による施設の整備手法について街が主体となった共同化事業

〇共同化による施設の整備手法についてどちらともいえない

〇共同化による施設の整備手法についてわからない

グラフタイトル

するべき するべきでない わからない

するべき 
6名（85.7％） 

わからない 
1名（14.3％） 

するべきでない 
0名（0.0％） 

グラフタイトル

必要 どちらかといえば必要

どちらかといえば不必要 不必要

わからない

必 要 
3名（42.9％） 

どちらかと
いえば必要 

2名
（28.6％） 

わからない 
2名（28.6％） 

どちらかと 
いえば不必要 

0名
（0.0％） 

不必要 
0名

（0.0％） 

グラフタイトル

駅に隣接（東側） 駅に隣接（西側） どちらともいえない

わからない その他

駅に隣接（西側） 
1名（14.3％） 

駅に隣接（東側） 
1名（14.3％） 

どちらともいえない 
3名（42.9％） 

わからない 
2名（28.6％） 

その他 
0名

（0.0％） 

民間によるデベロッパー開発 
1名（14.3％） 

どれともいえない 
1名（14.3％） 

わからない 
2名（28.6％） 

地権者組合による 
再開発事業 

4名（57.1％） 

町が主体となった共同化事業 
0名（0.0％） 



 

-60- 

 

グラフタイトル

早期に着手すべき 検討は進めるが、当面はやるべきでない その他

グラフタイトル

参加する 参加したいが直ぐには判断できない 参加したくない その他

３．再開発事業関連意向調査結果（平成30年9月10日～28日実施） 

 （１）関係権利者意向調査 

① 調査概要 

 土地所有者 建物権利者 関係権利者 

権利者数 24 名 20 名 44 名 

回答者数 16 名 12 名 28 名 

回答率 66.7 ％ 60.0 ％ 63.6 ％ 

 

② 調査結果 

１）開発事業に対する考え方                     ２）開発事業に対する意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）検討会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(自由意見) 

・スーパーやドラッグストアがあると助かる。 

・今回の計画のような大規模な開発が必要なのか疑問。メリット、リスクを検討してほしい。 

・同規模の再開発の事例について資料を示してほしい。（成功例、失敗例など） 

・権利者の意見を聞き、強硬に進めないでほしい。 

・新松田駅南口との調整も図ってほしい。 

  

グラフタイトル

1 2 3 4

早期に着手すべき 
21名（75.0％） 

検討は進めるが、 
当面はやるべきでない 

3名（10.7％） 

その他 
4名（14.3％） 

参加する 
9名（42.9％） 

参加したいがすぐ
には判断できない 
9名（42.9％） 

その他 
1名 

（4.7％） 

参加したくない 
2名（9.5％） 

参加する 
9名（33.3％） 

その他 
1名 

（3.7％） 

参加したくない 
5名（18.5％） 

参加したいがすぐ
には判断できない 
12名（44.4％） 
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（２）民間事業者意向調査 

① 調査概要 

 

 

 

 

 

② 調査結果 

Q1 新松田駅の印象・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２ 事業への興味の有無（Ｎ＝15） 

 

 

 

 

 

  

アンケート実施日

アンケート調査依頼 49 社

アンケート提出企業数 15 社

アンケート回収率 30.6 ％

平成30年8月中旬～9月18日

➢ 新松田駅がアクセスポイントにかかわらず、アクセス動線が弱い（幅員、交通施設

インフラ）。 

➢ 駅利用者が集まるというビジネスチャンスを消化しきる施設が少ない。 

➢ 平和でのどかな雰囲気、環境がよい。 

➢ 現在は商店が少ないため利便性は低く時間消費には向いていない。 

➢ 地形的には松田町内での貴重な平面地であり、人口が集中しており、周辺の山々と

川が織りなす景観が美しく、住環境に優れたエリアである。 

➢ 交通基盤は 2 本の鉄道路線、国道 246 号線、255 号線をはじめとした幹線道路、東

名高速と広域道路に恵まれているものの、酒匂川、川音川、JR 御殿場線、小田急小

田原線と分断要素が多く、特に車利用者にとっては、物理的、心理的に広域から駅

前にアクセスしづらい構造になっている。 

➢ 駅周辺は人口密集エリアであり、徒歩、自転車での移動をする方や駅利用者向けに

日用売買回品物販店、サービス店舗を出店する意向のある事業者がいれば施設配置

しても良い環境である。 

➢ 現在の新松田駅は周辺エリアにおける交通の中心であると考える。一方で駅前周辺

施設の老朽化や歩車分離ができていない点では課題を有しており、また、商店街を

はじめとした商業の賑わいも停滞傾向にある印象を受けた。 

➢ 生活利便の向上を目的とした施設の誘致（スーパーマーケット、ドラッグストア、

クリニック等）を行うことで、商業施設に加えて居住機能を持たせた複合開発も可

能であると考える。将来的に交通ターミナルと生活中心拠点の両側面を兼ね備えた

町に変わりうるポテンシャルを持つ立地であると考えている。 

グラフタイトル

興味あり 興味なし 現段階で不明 その他 無回答

興味あり 
3社（20.0％） 

興味なし 
4社（26.7％） 

現段階で不明 
7社（46.7％） 

無回答 
1社（6.7％） 

その他 
0社（0.0％） 
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Q3 再開発事業における主な導入機能（複数回答：Ｎ＝3） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3社 

 

 

 

 

 

 

 

Q4 再開発事業においてその他に導入が考えられる機能（複数回答：Ｎ＝3） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5 再開発事業に参加する場合の条件（複数回答：Ｎ＝3） 

※Q２で「興味がある」と回答した 3社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 今後の連絡の可否（複数回答：Ｎ＝15） 

 

 

 

  

0 1 2 3

居住機能

健康福祉

グラフタイトル

(社) 

0 1 2 3 4

商業・業務機能

居住機能

医療系施設

福祉系施設

教育系施設

交流系施設

その他

グラフタイトル

(社) 

0 1 2 3

行政による合意形成支援

行政による補助金等の導入支援

公共公益的施設の導入

グラフタイトル

グラフタイトル

可 否

可 
12社（80.0％） 

否 
3社（20.0％） 

(社) 
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〇自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

➢ 地方における再開発ニーズに対して、事業性（事業収支）の問題で事業化できない

案件が多く、我々が不知の地方都市再開発の手法があれば、ノウハウとして蓄積し

ていきたい。 

➢ 今後は駅周辺や松田町についてさらなる現地調査や情報収集を行い、地域の発展や

にぎわいに資する施設、住民に求められる導入機能そして当地の可能性や需要など

と併せてよりよいまちづくりを考えていきたい。 

➢ 決して強くはないマーケットである今回地域では、事業採算性を合わせるための調

整事項が多いことが予測される。事業採算性の判断要素となる施設建築物ボリュー

ム、権利者状況と生活再建の考え方、行政負担、その他状況にもよるため、現段階

では判断がつかないが、地域ニーズを満たす、安心・安全なまちづくりには、当社

としては興味がある。松田町における新しい賑わい・街並みの景観を創出する貴事

業のお手伝いが出来ることを心より望んでいる。 

➢ 松田町全体の活性化に繋がる開発を行うために、まずは現状の課題でもある駅周辺

の歩車分離、ターミナル周辺の待合スペース設置や南北自由通路の計画をはじめと

した駅の利便性向上を目的とした整備を行う必要があると考える。併せて、駅前共

同化施設に生活インフラの支えとなるような商業施設（スーパーマーケット、ドラ

ッグストア、クリニック等）の企画、誘致が達成されれば、駅前利便の更なる向上

を図れると考える。 

➢ 駅前を中心とした開発が実現することで、新たな人の流れが創出され、新松田駅を

利用しているバス便の周辺居住者や隣接市町村からの移住も考えられるため、本開

発が生活・居住機能の創出や行政機能の集約によるコンパクトシティ形成の足掛け

となって、町全体の活性化に繋がる可能性がある。 
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４．新松田駅周辺地域まちづくり協議会委員名簿 

 

 区 分 所   属 職 名 

１ 学識経験者 東海大学 工学部 建築学科 杉本洋文 教授 

２ 土地の権利者  代表１名 

３ 建物の権利者  代表１名 

４ 

 

自治会代表者 

自治会長連絡協議会 会 長 

５ 新松田自治会 会 長 

６ 仲町屋自治会 会 長 

７ 

各種関係団体の代表者 

松田町商工振興会 会 長 

８ ロマンス通り商店会 代 表 

９ 松田町観光協会 会 長 

10 

交通事業者 

小田急電鉄株式会社 

交通サービス事業本部交通企画部 
課 長 

11 富士急湘南バス 株式会社 本社営業所 所 長 

12 箱根登山バス株式会社 運輸部 課 長 

13 松田合同自動車株式会社 代表取締役 

14 箱根登山ハイヤー株式会社 取締役社長 

15 

関係行政機関の職員 

神奈川県 県西地域県政総合センター 副所長 

16 神奈川県 県西土木事務所 所 長 

17 神奈川県 松田警察署 署 長 

18 

町の職員 

町民課 参事兼課長 

19 観光経済課 参事兼課長 

20 政策推進課 課 長 

21 まちづくり課 課 長 

  



 

-65- 

 

５．新松田駅周辺地域まちづくり協議会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 新松田駅周辺地域において、県西地区の北の玄関口にふさわしい駅前広場や地方創生に資す

る周辺地域のまちづくりを目指し、関係者が連携や調整を行い、円滑かつ効率的な事業の推進を

図ることを目的として、新松田駅周辺地域まちづくり協議会（以下「協議会」という。）を設置す

る。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について協議する。 

（１） 新松田駅前広場等の整備に関する事項 

（２） 新松田駅周辺地域のまちづくりに関する事項 

（３） 新松田駅周辺地域の交通安全対策に関する事項 

（４） 前３号に掲げるもののほか、新松田駅周辺地域のまちづくりに関し必要な事項 

（組織） 

第３条 協議会は委員２５人以内で組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げるもののうちから、町長が委嘱する。 

（１） 土地、建物等の権利者 

（２） 各種関係団体の代表者 

（３） 交通事業者 

（４） 関係行政機関の職員 

（５） 学識経験者 

（６） 町の職員 

（７） その他町長が必要と認める者 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、３年とする。ただし、後任者が任命されるまで在任する。 

２ 委員は再任することができる。 

３ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に、会長１人及び副会長１人を置く。 

２ 会長は学識経験者のうちから、委員の互選により定める。 

３ 副会長は、委員のうちから会長が任命する。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集しその議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員は、やむを得えない理由により会議を欠席する場合、代理の者を出席させることができるこ

ととし、あらかじめ会長に代理の者の氏名等を報告することにより、その者の出席をもって当該委

員の出席とみなす。 
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４ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運営に

支障が生じると認められる協議については、非公開で行うものとする。 

５ 会議は、会長が必要であると認めたときは、委員以外の関係者の出席を求め、資料の提出、意見

又は説明、その他の協力を求めることができる。 

（部会） 

第７条 会議に付すべき案件について事前に専門的な調査・研究・検証・検討等を行うため、必要に

応じて部会を置くことができる。 

２ 部会の運営等については、別に定めるものとする。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、まちづくり課において処理する。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会長が協議会に諮って定め

る。 

 

附 則 

この告示は、平成２７年１２月１日から施行する。 
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 Ⅳ 用語集 

 用 語 解 説 該当頁 

ア行 アクセス道路 ⚫ 車、バス、鉄道、徒歩などの交通手段によって

目的地に連絡する道路 

1、 3、 12、 16、

19、22、41 

IT ⚫ IT【Information Technology】。情報を取得、加

工、保存、伝送するための科学技術のこと。 

16、18、19、41 

IoT ⚫ IoT【Internet of Things】。「身の周りのあらゆ

るモノがインターネットにつながる」仕組みの

こと。 

18、42 

カ行 キスアンドラ

イド 

⚫ 最寄り駅まで自家用車で送迎してもらい、公共

交通機関（主に鉄道やバス） に乗り換えて、目

的地まで移動する方法。 

25 

クリーンエネ

ルギー 

⚫ 廃棄物によって環境を汚染することのないエネ

ルギーのこと。太陽熱・地熱・風力・波力な

ど。 

42 

サ行 シームレス化 ⚫ 「シームレス」とは、「継ぎ目のない」という意

味を有しており、交通分野においては、乗継ぎ

等の交通機関間の継ぎ目や交通ターミナル内の

歩行や乗降に際しての継ぎ目をハード・ソフト

両面にわたって解消・改善することにより、出

発地から目的地までの移動を円滑かつ利便性の

高いものとすること。 

3、19、41 

シェアサイク

ル 

⚫ 自転車を好きなタイミングで、好きな時間使う

ことのできるサービスのこと。 

42 

シェルター ⚫ 身を守る施設のことで、バス停では雨よけの施

設のこと。 

28 

ハ行 バース ⚫ バスが停留する区画のこと。 24 

バリアフリー

化 

⚫ 道路や建物内の段差など、物理的な障壁を取り

除き、生活しやすくすること。 

7、9、41 

ヤ行 ユニバーサル

デザイン 

⚫ 高齢者や身体障がい者、あらゆる体格、年齢、

障がいの度合いに関係なく、できるだけ多くの

人々が利用可能であるように製品、建物、空間

等をデザインすること。 

17、19、41 

矢倉沢往還 ⚫ 江戸時代に整備された街道で、江戸城の赤坂門

（赤坂見附）から相模国、足柄峠を経て駿河国

沼津宿を結んでおり、江戸から大山への参詣道

として使われ「大山街道」、「大山道」、「厚木街

道」などとも呼ばれた。 

18 

ワ行 Wi-Fi ⚫ 無線により相互接続するシステムのこと。 42 
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